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明
治
前
期
官
営
産
業
施
設
の
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
に
つ
い
て

ｌ
産
業
医
勤
務
体
制
の
確
立

〔
要
Ｈ
〕
明
論
政
府
が
桝
脚
強
兵
の
方
針
か
ら
、
殖
雌
興
業
を
日
的
と
し
て
、
欧
米
先
進
技
術
の
破
柾
的
な
導
入
を
進
め

た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
過
稗
に
お
い
て
、
多
く
の
外
国
人
技
術
稀
（
お
雁
い
）
が
州
聰
さ
れ
た
が
、

こ
う
し
た
中
で
幕
末
期
か
ら
特
別
な
関
係
に
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
技
術
を
導
入
し
て
、
枇
弧
没
造
船
所
・
横
浜
製
作
所
・

生
野
鉱
山
・
常
岡
製
糸
場
な
ど
の
悔
営
産
業
施
没
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
施
没
に
は
創
設
当
初
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス

人
技
術
折
の
健
康
符
理
を
担
う
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
ｕ
本
の
近
代
産
業
施
設
に
お
け
る
産
業
医
制

度
の
原
型
と
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
施
設
に
勤
務
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
の
活
動
を
把
握
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
影
響
を
検
証
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
明
治
政
府
、
殖
産
興
業
、
悔
営
産
業
施
設
、
フ
ラ
ン
ス
人
医
帥
、
産
業
医

日
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誌
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理
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（
少
山
）

一
横
須
賀
造
船
所
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

長
年
の
鎖
国
に
終
止
符
を
打
ち
、
開
国
し
た
徳
川
幕
府
は
近
代
的
な
造
船
技
術
確
立
を
目
指
し
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
、
フ
ラ
ン
ス

海
軍
技
師
フ
ラ
ン
ソ
ァ
・
レ
オ
ン
ス
・
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
を
首
長
と
し
た
横
須
賀
製
鉄
所
を
設
立
し
た
。
維
新
後
、
横
須
賀
製
鉄
所
は
明
治
政
府

と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
技
術
を
導
入
し
た
産
業
施
設
の
特
徴
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
点
に
、
技
術
団
の
健
康
管
理
・
傷
病
の
治
療
を
行

う
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
が
、
設
立
当
初
か
ら
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
各
施
設
本
来
の
業
務
と
直
接
関
係
し
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
言
及
さ
れ
る
機
会
が
な
く
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
も
断
片
的
な
把

握
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
彼
ら
の
活
動
の
意
味
を
正
確
に
捉
え
、
検
証
す
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
き
た
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
明
治
前
期
に
フ
ラ
ン
ス
の
技
術
を
導
入
し
て
設
立
さ
れ
た
官
営
産
業
施
設
に
勤
務
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
に
関
す
る
史

料
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
代
産
業
施
設
に
お
け
る
産
業
医
勤
務
体
制
確
立
へ
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討
を
試
み
た
い
と

田
や
つ
。

（
ソ
こ

き
な
貢
献
が
な
さ
れ
た
。

明
治
新
政
府
は
殖
産
興
業
の
目
的
か
ら
、
日
本
各
地
に
様
々
な
官
営
産
業
施
設
を
創
設
し
た
。
こ
れ
ら
は
欧
米
の
先
進
科
学
・
産
業
技
術

（
１
）

を
導
入
し
た
も
の
で
、
多
く
の
外
国
人
技
術
者
（
お
雇
い
）
が
欧
米
諸
国
か
ら
招
聡
さ
れ
た
・
そ
の
中
で
フ
ラ
ン
ス
技
術
を
導
入
し
て
運
営
さ

れ
た
も
の
に
は
、
横
須
賀
造
船
所
・
横
浜
製
作
所
・
生
野
鉱
山
・
富
岡
製
糸
場
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
あ
っ
た
地
域
に
は
、
当
時
と
し

て
は
極
め
て
珍
し
い
フ
ラ
ン
ス
人
技
術
団
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
共
同
体
）
が
形
成
さ
れ
、
近
代
国
家
建
設
に
向
け
て
の
産
業
基
盤
確
立
へ
大

二
、
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
が
勤
務
し
た
官
営
産
業
施
設

一
、
は
じ
め
に



表1明治前期官営産業施設に勤務したフランス人医師の変遷

富岡製糸場生野鉱山横浜製作所横須賀造船所

慶応2年

慶応3年

慶応4年

明治元年

明治2年

明治3年

明治4年

6月サヴァチィエ着任ｊ
ｊ
ｊ

６
７
８

６
６
６

８
８
８

１
１
１

く
く
く 7月セループ雇用

9月プギー雇用

ｊ
ｊ
ｌ

９
０
１

６
７
７

８
８
８

１
１
１

く
Ｉ
く

プギー勤務

セループ勤務
（
ご
言
）
血
由
溌
蜘
勗
識
棺
巽
朴
玉
哩
特
ロ

12月サヴァチィエ帰国

12月マイエ（勤務期間

不明）

10月ボシャール雇用

(翌年1月までの勤務）

3月マッセ（勤務期間

不明）

11月マイエ着任

6月エノン着任明治5年（1872）

1月サヴァチィエ再来日

2月ポルネ月雇（勤務期

間不明）

明治6年（1873）

5月マイエ退任

6月ヴィダル着任

12月ヴィダル退任

明治7年（1874）

明治8年（1875）

明治9年（1876）

9月エノン退任

10月マイエ着任

1月サヴァチィエ退任

2月ヴィダル着任

年
年
年
年

０
１
２
３

１
１
１
１

治
治
治
治

明
明
明
明

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

７
８
９
０

７
７
７
８

８
８
８
８

１
１
１
１

く
く
く

1月ヴィダル退任

9月マイエ退任今つ

L～
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一
、
四
月
二
十
七
日
本
所
ハ
去
ル
九
年
二
月
以
来
本
所
雇
佛
國
人
病
傷
等
ノ
節
治
療
ノ
為
メ
佛
國
人
医
師
ダ
ビ
ー
ル
ヲ
膳
シ
月
雇
卜
為
シ
シ

ヵ
今
ャ
雇
佛
人
減
少
シ
其
要
ナ
キ
ニ
至
レ
ル
ヲ
以
テ
解
雇
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
本
日
同
氏
ハ
當
所
出
發
歸
國
ノ
途
二
就
ケ
リ
因
二
本
所
ハ
同
氏

在
職
中
ノ
功
ヲ
賞
シ
特
二
金
百
五
十
圓
ヲ
贈
リ
テ
其
勢
二
報
イ
タ
リ

ー
、
五
月
七
日
本
所
ハ
先
二
医
師
ビ
ダ
ー
ル
氏
ヲ
解
雇
シ
雇
佛
國
人
病
傷
等
ノ
節
ハ
本
所
詰
軍
医
ヲ
シ
テ
診
察
治
療
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
セ
シ

ヵ
尚
萬
一
ノ
事
変
等
二
供
フ
ル
為
メ
本
所
在
勤
外
人
ノ
医
師
ト
シ
テ
横
濱
在
住
魯
國
人
ド
ク
ト
ル
、
カ
ル
ッ
氏
卜
特
約
シ
急
病
等
ノ
節
ハ
直

十
二
月
造
船
所
佛
人
医
師
サ
バ
チ
エ
ー
養
痂
ノ
許
可
ヲ
得
テ
本
國
二
歸
リ
其
不
在
中
ハ
在
横
濱
同
國
人
マ
イ
エ
ー
ニ
代
理
ヲ
嘱
托
セ
シ
ニ
同

人
ノ
雇
期
満
チ
テ
本
年
十
月
晦
日
本
所
ヲ
退
去
シ
タ
ル
ニ
因
り
更
二
佛
國
軍
艦
乗
組
二
等
軍
医
ボ
シ
ャ
ー
ル
ニ
本
所
雇
佛
人
ノ
医
療
ヲ
托
シ

其
雇
料
ハ
マ
イ
エ
ー
ノ
所
得
卜
同
額
ナ
ル
ベ
キ
ヲ
締
約
セ
リ

十
月
十
四
日
ロ
シ
ュ
ホ
ウ
ル
造
船
所
海
軍
一
等
医
官
サ
バ
チ
エ
ー
ヲ
製
鐡
所
医
官
年
俸
五
千
弗

に
移
管
さ
れ
、
明
治
四
年
二
八
七
一
）
に
横
須
賀
造
船
所
と
改
称
し
、
そ
の
後
、
海
軍
工
廠
へ
と
発
展
し
て
い
る
。
横
須
賀
造
船
所
に
勤
務

し
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
総
数
は
九
十
人
以
上
に
及
ぶ
。
横
須
賀
造
船
所
に
勤
務
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
は
、
サ
ヴ
ァ
チ
ィ
エ
、
マ
イ
エ
、
ボ
シ

（
４
）

ヤ
ー
ル
、
ボ
ル
ネ
、
ヴ
ィ
ダ
ル
の
五
人
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
勤
務
状
況
に
つ
い
て
は
、
『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
」
に
次
の
よ
う
な
記

述
が
認
め
ら
れ
る
。

一
月
二
十
日
佛
國
公
使
館
附
医
師
ビ
ダ
ー
ル
ヲ
本
所
二
招
賠
シ
テ
月
雇
ノ
約
ヲ
結
上
毎
月
日
本
貨
幣
二
百
五
十
圓
ヲ
給
與
シ
テ
前
任
サ
バ
チ

ェ
ー
ノ
職
務
ヲ
継
続
セ
シ
ム

明
治
十
一
年
紀

明
治
九
年
紀

明
治
四
年
紀

慶
応
元
年
紀
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こ
の
ほ
か
ボ
ル
ネ
（
ブ
ル
ネ
）
に
関
し
て
は
、
セ
ハ
ブ
（
セ
ル
ー
プ
）
の
代
わ
り
と
し
て
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
二
月
か
ら
三
十
三
ド
ル

三
十
三
セ
ン
ト
の
給
与
に
よ
り
、
月
雇
で
海
軍
省
に
雇
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
史
料
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
史
料
か
ら
、
横
須
賀
造
船
所
に
は
サ
ヴ
ァ
チ
ィ
エ
ら
五
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
が
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
六
月
か
ら
明
治
十
一
年

（
一
八
七
八
）
四
月
ま
で
勤
務
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

（
Ｆ
⑨
）

二
横
浜
製
作
所
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

横
須
賀
製
鉄
所
が
創
設
さ
れ
た
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
、
艦
船
の
修
理
を
目
的
と
し
た
小
規
模
な
製
鉄
所
が
横
浜
で
竣
工
し
、
ド
ロ
ト
ー

ル
を
首
長
と
し
て
操
業
を
開
始
し
た
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
は
横
浜
製
作
所
と
改
称
し
た
が
、
こ
れ
は
現
在
の
石
川
島
播
磨
重
工
業
株

式
会
社
へ
繋
が
る
産
業
施
設
で
あ
る
。
横
浜
製
作
所
に
勤
務
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
の
総
数
は
二
十
七
人
で
あ
る
。
横
浜
製
作
所
に
勤
務
し

た
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
に
は
、
プ
ギ
ー
と
セ
ル
ー
プ
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
医
師
に
つ
い
て
は
『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
に
次
の
よ

う
な
記
述
が
認
め
ら
れ
る
。

の
フ
ラ
ン
ス
人
技
術
者
に
比
べ
、

兼
務
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

千
八
百
六
十
八
年
九
月
無
雇
期
限
三
十
三
弗
三
十
三
医
師
プ
ギ
ー
四
十
年

明
治
元
年
七
月
ョ
リ
月
雇
三
十
三
弗
三
十
三
仙
佛
閲
西
医
師
セ
ル
ー
プ
四
十
七
歳
横
濱
居
留
地
佛
国
海
軍
病
院
住
居

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
二
月
か
ら
横
須
賀
造
船
所
に
勤
務
し
た
ボ
ル
ネ
は
セ
ハ
ブ
（
セ
ル
ー
プ
）
の
代
わ
り
と
の
記
載
が
あ
る
た
め
、
横

浜
製
作
所
に
勤
務
し
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。
ま
た
ブ
ギ
ー
・
セ
ル
ー
プ
と
も
に
、
月
給
が
三
十
三
ド
ル
三
十
三
セ
ン
ト
と
あ
り
、
ほ
か

の
フ
ラ
ン
ス
人
技
術
者
に
比
べ
、
極
端
に
低
い
こ
と
か
ら
、
横
浜
製
作
所
に
常
勤
し
た
の
で
は
な
く
、
横
浜
フ
ラ
ン
ス
海
軍
病
院
の
勤
務
と

一
一
來
診
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
セ
リ

明
治
三
年
紀

明
治
四
年
紀
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マ
イ
エ
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
史
料
が
知
ら
れ
て
い
る
。

仏
語
教
授
時
間
ハ
休
日
ヲ
除
キ
毎
日
二
時
間
タ
ル
ベ
キ
事

生
野
鉱
山
に
は
、
こ
の
二
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
が
明
治
五
年
二
八
七
二
）
六
月
か
ら
明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
）
九
月
ま
で
勤
務
し
た

（
［
ｊ
）

が
、
こ
の
ほ
か
に
マ
ッ
セ
が
勤
務
し
て
い
た
と
記
述
す
る
文
献
も
存
在
す
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
事
実
を
裏
付
け
る
史
料
が
確
認
で
き

て
い
な
い
た
め
、
そ
の
正
否
に
つ
い
て
は
ま
だ
確
定
で
き
て
い
な
い
。

（
Ｈ
）

四
富
岡
製
糸
場
（
群
馬
県
富
岡
市
）

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
十
月
、
ポ
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ウ
ナ
を
首
長
と
し
て
操
業
を
開
始
し
た
富
岡
製
糸
場
は
、
機
械
製
糸
の
模
範
工
場
と
し

て
、
機
械
製
糸
法
の
普
及
と
技
術
伝
習
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
富
岡
製
糸
場
に
勤
務
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
総
数
は
十

依
テ
此
段
相
伺
候
也

（
６
）

三
生
野
鉱
山
（
兵
庫
県
朝
来
郡
生
野
町
）

明
治
元
年
二
八
六
八
）
に
、
明
治
新
政
府
は
サ
ン
・
エ
チ
エ
ン
ヌ
鉱
山
学
校
を
卒
業
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
鉱
山
技
師
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
コ
ワ

ニ
ェ
を
雇
用
し
て
、
生
野
鉱
山
の
開
発
に
あ
た
ら
せ
た
。
以
後
、
生
野
鉱
山
に
は
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
が
雇
用
さ
れ
、
そ
の
総
数
は
二

十
四
人
に
及
ぶ
。
生
野
鉱
山
に
勤
務
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
は
エ
ノ
ン
と
マ
イ
エ
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
エ
ノ
ン
の
雇
用
に
関
連
し
た
も
の

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
史
料
が
存
在
す
る
。

鉱
山
寮
出
張
所
但
洲
生
野
ノ
俵
追
々
鉱
業
御
取
広
一
一
付
御
雇
外
国
人
モ
不
寡
候
処
元
来
風
土
不
宜
内
外
人
共
往
々
疾
病
二
罹
候
間
医
師
不
相

備
置
候
半
テ
ハ
夫
ヵ
為
事
業
ニ
モ
差
障
候
一
一
付
是
迄
同
所
二
於
テ
月
雇
罷
在
候
仏
国
医
師
ヲ
Ｉ
ギ
エ
ス
タ
ン
ヘ
ノ
ン
儀
医
術
精
良
ノ
人
物
一
一

付
従
今
二
ヶ
年
御
雇
相
成
候
様
致
度
左
候
ハ
、
右
内
外
人
ノ
保
護
行
届
可
申
卜
存
候
尤
月
給
其
他
ノ
費
用
ハ
當
省
定
額
中
ョ
リ
取
賄
可
申
候

（
明
治
五
年
十
一
月
四
日
山
尾
工
部
大
輔
代
理
佐
野
正
五
位
上
申
）

（
条
約
書
第
一
条
）
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三
人
で
あ
り
、
そ
の
中
の
三
人
蜜

料
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

上
野
国
甘
楽
郡
富
岡
表
へ
盛
な
る
製
糸
場
御
建
築
相
成
、
我
国
に
産
す
る
生
糸
を
欧
米
各
国
の
品
位
に
勝
る
べ
き
と
の
御
趣
意
に
て
御
雇
人

（
マ
ツ
セ
）

の
内
仏
人
マ
セ
イ
と
言
る
者
松
浦
水
太
郎
な
る
者
の
宅
へ
居
留
を
命
ぜ
ら
れ
し
が
、
既
に
時
三
月
半
ば
な
れ
ば
蚕
を
掃
立
る
頃
よ
り
西
洋
料

理
の
匂
ひ
甚
し
く
、
所
謂
蚕
に
悪
臭
を
忌
む
事
は
往
昔
よ
り
の
伝
説
に
て
婦
女
子
蒙
昧
の
も
の
之
を
憂
い
ひ
そ
か
に
苦
情
を
唱
へ
た
り
。
：
．

御
貴
翰
去
ル
十
七
日
正
二
落
手
仕
拝
読
仕
候
然
者
今
般
如
御
問
談
小
生
義
医
師
御
雇
替
二
付
而
者
元
来
陸
奥
租
税
頭
閣
下
ョ
リ
去
ル
千
八
百

上
州
富
岡
製
糸
場
江
外
国
医
員
雇
入
之
義
同
場
御
雇
首
長
仏
人
ブ
リ
ュ
ナ
方
申
立
ニ
依
り
去
六
年
一
月
中
前
祖
頭
陸
奥
宗
光
方
雇
入
方
同
人

江
委
任
候
二
付
仏
国
医
師
マ
イ
エ
ー
雇
入
有
之
候
処
先
般
退
職
致
候
二
付
換
リ
ト
シ
テ
同
国
医
師
ビ
タ
ー
ル
雇
替
之
義
ブ
リ
ュ
ナ
方
申
立
候

間
給
料
等
之
義
都
而
陸
奥
宗
光
方
委
任
吉
之
通
本
年
六
月
分
方
一
ケ
月
金
弐
百
弐
拾
五
円
宛
相
渡
候
尤
此
度
ブ
リ
ュ
ナ
職
務
放
免
之
義
伺
中

二
而
伺
済
之
上
者
随
而
右
雇
医
モ
相
断
可
申
筈
ニ
ハ
候
得
共
前
段
兼
而
ブ
リ
ュ
ナ
ヘ
委
任
之
次
第
モ
有
之
二
付
即
今
之
所
ハ
同
人
申
立
通
聞

届
置
候
儀
一
一
御
座
候
依
而
ブ
リ
ュ
ナ
Ⅷ
往
復
文
書
井
委
任
書
写
相
添
此
段
上
申
候
也

狙
治
七
年
七
月
内
務
卿
大
久
保
利
通

此
度
仏
国
医
師
雇
替
ニ
相
成
候
テ
モ
給
料
其
外
之
義
昨
年
陸
奥
租
税
頭
方
申
入
候
通
取
扱
異
議
有
之
間
敷
候
得
共
為
念
及
御
掛
合
候
也

明
治
七
年
六
月
十
八
日

尾
高
勧
業
大
属

仏
国
医
師
雇
替
之
義
ニ
付
上
申

ブ
リ
ュ
ナ
殿

明
治
七
年
七
月

太
政
大
臣
三
条
実
美
殿

（
明
治
五
年
六
月
十
九
日
東
京
日
々
新
川
）

マ
イ
エ
と
ヴ
ィ
ダ
ル
に
つ
い
て
は
、
そ
の
雇
用
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
文
書
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
の
三
人
が
医
師
で
あ
り
、
マ
ッ
セ
、
マ
イ
エ
、
ヴ
ィ
ダ
ル
が
勤
務
し
て
い
た
。
マ
ッ
セ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
史
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明
治
前
期
に
創
設
さ
れ
た
官
営
産
業
施
設
は
、
単
に
産
業
基
盤
の
確
立
と
い
う
面
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
欧
米
の
先
進
的
な
社

会
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
果
た
す
場
に
も
な
っ
た
。
こ
う
し
た
中
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
の
常
駐
し
て
い
た
施
設
で
の
産
業
医
配
置
や
付
属

病
院
創
設
ま
で
繋
が
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
、
彼
ら
の
活
動
の
影
響
が
決
し
て
小
さ
く
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
こ
れ
ら
産
業
施
設
で
展
開
さ
れ
た
産
業
医
学
面
に
お
け
る
軌
跡
に
つ
い
て
、
若
干
の
言
及
を
試
み
た
い
と
思
う
。

横
須
賀
造
船
所
で
は
、
周
辺
住
民
へ
の
診
察
・
職
務
上
の
医
薬
費
無
料
化
・
伝
習
生
選
抜
の
際
の
身
体
検
査
が
特
徴
的
な
活
動
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
。
周
辺
住
民
へ
診
療
活
動
を
行
っ
た
サ
ヴ
ァ
チ
ィ
エ
に
対
し
て
、
地
元
区
長
が
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
礼
状
を
送
っ
て
い
る

以
上
の
史
料
か
ら
、
富
岡
製
糸
場
に
は
こ
れ
ら
三
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
が
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
三
月
か
ら
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

十
二
月
ま
で
勤
務
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

候
者
也

七
十
三
年
一
月
廿
四
日
賜
候
御
書
翰
之
規
則
二
従
ツ
テ
小
生
方
当
三
月
廿
八
日
差
出
候
害
面
之
通
り
医
師
マ
イ
エ
ー
義
当
五
月
十
五
日
帰
国

仕
候
二
付
当
所
製
糸
場
医
師
ト
シ
テ
ビ
タ
ー
ル
（
異
名
ハ
ジ
ャ
ン
ポ
ー
ル
イ
ジ
ド
ー
ル
）
ヲ
再
雇
仕
候
同
人
義
元
来
仏
国
医
師
二
而
サ
ー
ル
シ
ュ

ル
シ
ー
ル
（
仏
国
ヲ
Ｉ
ド
川
ノ
辺
州
）
之
産
二
御
座
候
同
人
年
令
四
十
四
才
二
御
座
候
於
横
浜
仏
国
コ
ン
シ
ュ
ル
ョ
リ
日
本
内
地
住
居
被
差
免

尾
高
大
属
様

三
、
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
の
産
業
医
勤
務
体
制
へ
の
影
響

於
冨
岡

千
八
百
七
十
四
年
第
六
月

（
公
文
録
国
立
公
文
書
館
蔵
）

ポ
ヲ
ー
ル
ブ
Ⅱ／
リ
ュ
ナ

（
以
下
略
）
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横
須
賀
造
船
所
で
は
付
属
学
校
を
設
立
し
、
技
術
伝
習
生
と
職
工
伝
習
生
の
養
成
を
計
っ
た
が
、
そ
の
選
抜
に
あ
た
り
、
身
体
検
査
を
実

施
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

一
、
四
月
十
一
日
本
所
薑
舎
生
徒
ノ
入
校
試
験
法
及
科
程
ノ
大
意
ヲ
川
村
海
軍
少
輔
二
報
告
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ

入
校
試
験
ハ
首
長
之
ヲ
執
行
シ
訳
官
其
席
二
陪
ス
科
目
ハ
仏
語
学
、
洋
算
及
和
洋
ノ
筆
蹟
ニ
シ
テ
試
験
合
格
者
ハ
更
一
一
仏
医
サ
バ
チ
ェ
ー
ノ

体
格
検
査
ヲ
受
ケ
シ
メ
タ
ル
後
入
校
ヲ
許
ス

丸
薬
三
銭
三
厘
三
毛
水
薬
六
銭
二
厘
五
毛
膏
薬
三
銭
三
厘
三
毛
散
薬
三
銭
三
厘
三
毛
外
用
薬
五
銭
眠
薬
一
銭
六

薬
価
一
日
分
定
価

第
一
条
判
任
以
上
ノ
者
官
庁
若
ク
ワ
エ
場
二
出
頭
中
急
病
ニ
テ
其
座
限
り
一
時
頓
服
ス
ル
薬
済
ヲ
除
ク
ノ
外
ハ
總
テ
薬
価
ヲ
上
細
ス
ヘ
シ

尤
工
業
上
ノ
負
傷
ノ
全
治
迄
薬
済
ヲ
施
与
ス
ヘ
キ
コ
ト
但
家
族
ハ
總
テ
薬
価
を
上
納
ス
ヘ
キ
コ
ト

第
二
条
等
外
吏
工
業
上
ノ
負
傷
ハ
勿
論
尋
常
ノ
病
気
卜
雌
モ
總
テ
施
薬
タ
ル
ヘ
キ
コ
ト
但
家
族
ハ
總
テ
薬
価
を
上
納
ス
ヘ
キ
コ
ト

第
三
条
各
場
出
業
ノ
諸
工
工
業
上
二
於
テ
負
傷
シ
タ
ル
ト
キ
ノ
薬
価
ハ
勿
論
官
費
タ
ル
ヘ
シ
尋
常
ノ
病
気
ハ
定
雇
職
工
ニ
限
り
施
薬
タ
ル

ヘ
キ
コ
ト
但
家
族
ハ
前
条
二
同
シ

第
四
条
薬
品
ノ
定
価
ハ
軍
医
療
ノ
例
二
準
シ
テ
左
ノ
如
ク
上
細
ス
ヘ
キ
コ
ト

厘
六
毛

（
９
）が

、
こ
う
し
た
活
動
は
他
の
施
設
で
は
ま
だ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
職
務
上
の
医
薬
費
に
関
し
て
は
、
『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
に
次
の
よ
う

な
記
述
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ヲ
施
與
ス
ル
コ
ト
ヲ
告
達
セ
リ

一
、
十
二
月
十
日
本
所
医
室
ノ
診
察
投
薬
ヲ
請
求
シ
タ
ル
官
吏
以
下
職
工
等
ハ
自
今
左
ノ
仮
規
則
ニ
ョ
リ
テ
薬
価
ヲ
納
付
セ
シ
メ
若
ク
ワ
之

明
治
八
年
紀
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明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
四
月
に
、
ヴ
ィ
ダ
ル
が
解
雇
さ
れ
た
以
降
、
横
須
賀
造
船
所
に
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
日
本
人
軍
医
が
そ
の
任
を
引
き
継
い
で
い
る
が
、
明
治
十
二
年
二
八
七
九
）
に
は
横
須
賀
海
軍
病
院
が
落
成
し
、
同
病
院
の
軍
医
三
人

が
配
置
さ
れ
、
以
後
、
軍
医
長
一
名
・
軍
医
二
名
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
横
須
賀
造
船
所
は
横
須
賀
海
軍
船
廠
さ
ら
に
横
須

（
川
）

賀
海
軍
工
廠
と
名
称
を
変
え
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
詳
細
に
つ
い
て
は
『
横
須
賀
海
軍
工
廠
史
」
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
認
め
ら
れ
る
。

横
須
賀
海
軍
造
船
廠
医
務
内
規

第
一
條
軍
医
長
ハ
廠
長
ノ
命
ヲ
承
ケ
衛
生
治
療
及
主
管
兵
備
品
ノ
受
給
保
管
記
簿
報
告
其
他
一
切
ノ
医
務
ヲ
掌
理
ス

第
二
條
軍
医
長
ハ
常
二
廠
内
一
般
ノ
衛
生
二
注
意
シ
時
ニ
エ
場
ヲ
巡
回
シ
衛
生
上
二
意
見
ア
ル
ト
キ
ハ
廠
長
二
具
申
ス
ヘ
シ

第
三
條
廠
附
軍
医
ハ
軍
医
長
ノ
命
ヲ
承
ヶ
軍
医
長
ノ
職
務
ヲ
補
佐
ス

第
四
條
看
護
手
看
護
ハ
軍
医
官
ノ
命
ヲ
承
ケ
服
務
シ
且
治
療
所
一
一
交
番
当
直
シ
、
軍
医
長
退
聴
後
負
傷
者
ア
ル
ト
キ
ハ
ー
時
ノ
応
急
手
当

ヲ
施
シ
直
チ
ニ
軍
医
官
二
通
報
ス
ヘ
シ

第
六
條
軍
医
長
ハ
毎
日
定
時
患
者
ヲ
診
察
治
療
ス
ヘ
シ

第
七
條
廠
内
職
工
其
他
ノ
廠
員
ニ
シ
テ
公
務
二
因
シ
傷
瘻
疾
病
二
罹
リ
タ
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
事
業
監
督
者
ハ
第
一
號
雛
型
二
準
シ
見
傷
證

ヲ
與
へ
軍
医
長
二
診
察
治
療
ヲ
乞
ハ
シ
ム
ヘ
シ

第
十
一
條
休
業
ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
患
者
ニ
シ
テ
傷
病
増
悪
等
ノ
為
メ
受
診
シ
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
医
師
ノ
診
断
書
ヲ
添
へ
届
出
へ
シ
、
軍
医

長
ハ
審
査
ノ
上
適
応
ノ
処
置
ヲ
託
シ
且
休
業
ヲ
命
ス
ル
等
ノ
コ
ト
ァ
ル
ヘ
シ

一
、
二
月
二
十
八
日
構
造
第
三
九
四
號
ヲ
以
テ
本
廠
軍
医
長
詰
所
ヲ
「
治
療
所
」
卜
改
称
ス

さ
ら
に
明
治
三
十
二
年
二
八
九
九
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
詳
細
な
医
務
内
規
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
二
年
紀

明
治
三
十
一
年
紀
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第
三
十
條
軍
医
官
ハ
本
廠
職
工
其
他
廠
員
及
其
家
族
若
ク
ワ
同
居
人
ニ
シ
テ
伝
染
病
二
罹
リ
タ
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
病
中
ハ
勿
論
送
院
死

亡
或
ハ
治
後
五
日
間
ハ
廠
長
二
具
申
シ
出
勤
ヲ
停
止
ス
ヘ
シ

但
患
者
ハ
隔
離
シ
五
日
間
ヲ
経
過
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
出
廠
ス
ル
モ
妨
ケ
ナ
シ

ー
家
内
ニ
ァ
ラ
サ
ル
モ
飲
料
水
又
ハ
町
固
ヲ
共
ニ
シ
タ
ル
等
危
険
ノ
所
ア
ル
モ
ノ
ハ
本
文
一
一
準
ス

第
三
十
一
條
軍
医
長
ハ
第
三
十
條
ノ
場
合
一
一
於
テ
実
況
調
査
ノ
為
メ
廠
長
一
一
具
申
シ
其
認
許
ヲ
得
テ
軍
医
官
若
ク
ワ
看
護
手
、
看
護
、
警

査
掛
言
記
或
ハ
守
衛
ヲ
患
家
二
出
張
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
二
十
九
條
警
杳

力
取
締
ヲ
ナ
ス
ヘ
シ

但
消
毒
法
ハ
軍
医
官
服
務
規
則
ノ
定
ム
ル
所
二
様
ル

第
二
十
九
條
警
査
掛
ハ
物
品
廊
等
消
毒
結
了
後
軍
医
長
二
於
テ
数
日
間
使
用
ヲ
禁
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
指
定
日
数
ノ
経
過
ス
ル
迄
ハ
厳
重
二
之

第
二
十
四
條

第
二
十
五
條

第
二
十
六
條

実
施
ス
ヘ
シ

但
送
院
シ
タ
ル
患
者
ニ
ア
リ
テ
ハ
病
院
二
於
テ
調
整
ス
ヘ
キ
ヲ
以
テ
之
ヲ
除
ク

第
二
十
四
條
下
士
官
ノ
外
公
務
二
因
セ
サ
ル
傷
瘻
疾
病
ハ
ー
時
ノ
応
急
手
当
二
止
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
十
五
條
本
廠
内
一
一
於
テ
伝
染
病
擬
似
症
ヲ
生
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
何
人
二
限
ラ
ス
治
療
所
二
通
報
ス
ヘ
シ

第
二
十
六
條
軍
医
長
ハ
病
症
ヲ
診
査
シ
伝
染
病
ト
診
定
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
直
二
廠
長
二
具
申
ス
ル
ト
共
二
警
査
掛
一
一
通
報
シ
消
毒
予
防
法
ヲ

第
十
五
條

第
十
七
條

出
ス
ヘ
シ

第
十
四
條
軍
医
長
ハ
入
院
治
療
ヲ
要
ス
ル
患
者
ア
ル
ト
キ
ハ
廠
長
ノ
許
可
ヲ
得
テ
送
院
病
歴
書
ヲ
添
へ
送
院
ス
ヘ
シ
、
若
シ
担
架
ノ
必
要

ア
ル
ト
キ
ハ
附
属
工
場
又
ハ
材
料
庫
ノ
職
エ
ヲ
シ
テ
之
一
一
當
ラ
シ
ム

第
十
五
條
軍
医
長
ハ
前
條
ノ
場
合
二
於
テ
途
上
看
護
ヲ
要
ス
ル
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
看
護
手
若
ク
ハ
看
護
ヲ
出
張
セ
シ
ム
ヘ
シ

第
十
七
條
軍
医
長
ハ
錦
癖
證
聿
日
ヲ
出
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
該
傷
病
縛
帰
後
速
二
診
断
聿
三
一
通
ヲ
調
整
シ
一
通
ハ
廠
長
二
一
通
ハ
医
務
部
長
二
提
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と
な
る
。
な
お
横
浜
製
作
所
、

作
所
の
歴
史
は
幕
を
閉
じ
た
。

生
野
鉱
山
で
は
明
治
二
十
一

横
浜
製
作
所
の
場
合
、
プ
ギ
ー
と
セ
ル
ー
プ
の
活
動
実
態
が
判
然
と
し
な
い
た
め
、
産
業
医
学
面
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、

（
Ⅱ
）

プ
ギ
ー
が
明
治
四
年
（
一
八
七
二
に
無
料
で
種
痘
を
実
施
し
た
こ
と
を
伝
え
る
文
献
も
認
め
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
事
実
確
認
が
今
後
の
課
題

と
な
る
。
な
お
横
浜
製
作
所
は
明
治
十
八
年
二
八
八
五
）
東
京
石
川
島
（
現
在
の
佃
）
に
あ
る
石
川
島
平
野
造
船
所
に
移
設
さ
れ
、
横
浜
製

一
、
四
月
二
十
日
職
工
共
済
会
病
院
ノ
ー
部
竣
工
本
日
ョ
リ
診
療
ヲ
開
始
シ
五
月
三
十
一
日
開
院
式
ヲ
挙
行
ス

本
院
ノ
位
置
ハ
横
須
賀
市
公
郷
町
二
、
二
五
九
番
地
ニ
シ
テ
地
勢
高
燥
東
京
湾
二
面
シ
テ
房
総
ノ
山
ヲ
一
眸
二
職
下
ス
ル
絶
景
地
ナ
リ

横
須
賀
造
船
所
か
ら
横
須
賀
海
軍
工
廠
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
常
に
従
業
員
の
診
療
体
制
が
維
持
さ
れ
て
き
た
基
礎
に
、
サ
ヴ
ァ
チ
ィ

エ
や
そ
の
ほ
か
の
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
の
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
り
、
そ
の
帰
結
と
し
て
、
共
済
会
病
院
の
開
設
に
繋
が
っ
た

生
野
鉱
山
で
は
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
三
に
旧
外
人
技
師
官
舎
（
第
三
号
館
）
を
利
用
し
て
、
御
料
局
生
野
支
庁
鉱
夫
共
済
病
院
が
開

（
⑫
）

設
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
初
の
共
済
病
院
と
さ
れ
、
初
代
医
務
所
長
に
は
生
野
町
医
師
佐
藤
英
太
郎
が
委
嘱
さ
れ
た
。
エ
ノ
ン
と
マ
ィ

エ
の
活
動
が
生
野
鉱
山
に
全
国
の
鉱
山
の
中
で
最
初
の
本
格
的
な
病
院
創
設
へ
と
道
を
繋
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
さ
ら
に
、
三
菱
へ
払
い
下
げ
後
に
は
、
初
代
支
配
人
原
田
鎮
治
が
病
室
を
増
築
し
、
さ
ら
に
医
師
・
薬
剤
師
等
を
増
員
し
て
私
立
病
院

の
認
可
を
得
た
。
ま
た
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
二
に
は
鉱
夫
共
済
病
院
と
し
て
利
用
し
て
い
た
旧
官
舎
は
、
設
備
が
不
完
備
で
手
狭
と
な

っ
た
た
め
、
診
察
室
（
内
科
及
外
科
）
、
薬
室
、
普
通
病
室
六
室
、
隔
離
病
室
一
室
を
主
要
施
設
と
す
る
病
院
を
新
築
し
た
。
そ
の
後
、
組
合
に

よ
る
病
院
経
営
が
行
き
詰
ま
っ
た
た
め
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
は
鉱
山
直
営
と
定
め
、
鉱
山
病
院
と
し
て
継
続
的
に
維
持
さ
れ
て
き
た
。

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
は
病
院
が
新
築
さ
れ
、
医
師
六
人
・
薬
剤
師
一
人
．
看
護
婦
二
十
二
人
の
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。

と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
明
治
四
十

明
治
四
十
一
年
紀

一
年
（
一
九
○
八
）
に
は
、
共
済
会
病
院
の
開
設
が
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
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富
岡
製
糸
場
で
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
八
室
の
病
室
を
備
え
た
工
場
内
病
院
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
伴
い
、
次
の
よ
う
な

（
皿
）

規
則
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

一
親
姻
故
旧
等
よ
り

一
総
而
病
者
不
相
応

右
之
条
々
相
守
可
申
事

明
治
六
年
六
月

一一一一

養
病
中
ハ
総
而
護
長
井
介
者
の
指
示
二
随
上
可
申
事

診
察
ヲ
受
ル
時
ハ
心
気
ヲ
鎮
静
シ
、
其
体
ヲ
丁
寧
申
述
ベ
キ
事

投
与
す
る
薬
剤
ハ
尤
も
大
切
ニ
シ
、
分
量
時
刻
等
方
法
二
違
ハ
ス
服
用
す
べ
き
事

事
故
ナ
ク
病
床
ヲ
離
し
或
ハ
狼
二
健
康
人
二
接
遇
致
間
敷
事

身
体
井
二
掛
床
等
不
潔
二
致
間
敷
事

三
食
之
外
、
許
シ
ナ
キ
飲
食
致
問
敷
事

親
姻
故
旧
等
よ
り
食
物
ノ
贈
送
有
之
時
ハ
、
護
長
コ
レ
ラ
医
局
二
呈
シ
差
図
可
受
申

総
而
病
者
不
相
応
ノ
所
業
ア
レ
ハ
速
二
取
締
役
所
江
引
渡
ス
事

病
者
警
戒

総
而
不
快
之
者
ハ
取
締
役
所
方
姓
名
菱
ヲ
受
来
り
可
申
事

当
日
不
快
之
者
ハ
休
朝
診
察
可
請
事

勤
中
服
薬
之
者
ハ
朝
昼
両
度
休
中
診
察
ヲ
可
請
事

局
中
養
生
之
者
ハ
朝
休
後
診
察
ヲ
受
べ
き
事

医
局
規
則

医
官
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こ
れ
ら
の
規
則
は
マ
イ
エ
の
勤
務
時
代
に
制
定
さ
れ
た
規
則
で
あ
る
が
、
マ
イ
エ
の
活
動
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
、
長
野
県
松
代
出
身
で

（
Ⅲ
）

富
岡
製
糸
場
に
工
女
と
し
て
勤
め
た
和
田
英
の
室
邑
岡
日
記
」
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

一
総
病
者
ヲ
看
篝

一
薬
剤
配
達
無
誤

一
患
者
ハ
病
室
入

一
病
者
之
軽
重
形

一
急
患
之
者
ア
ル

ー
病
者
ヲ
訊
問
之

一
室
内
外
ヲ
清
潔

右
之
通
堅
相
守
ベ
シ

一
急
患
之
者
ハ
固
よ
り
此

右
之
通
急
度
可
相
守
も
の
也

明
治
六
年
九
月

「
夕
涼
み

一
診
断
藏
印
二
背
ク
者
ハ
取
締
役
所
江
引
渡
べ
き
事

一
急
患
之
者
ハ
固
よ
り
此
限
二
あ
ら
ず

明
治
六
年
九
月

看
護
長
課
目

総
病
者
ヲ
看
護
シ
異
常
ア
レ
ハ
医
局
江
報
ス
ベ
シ

薬
剤
配
達
無
誤
様
精
細
二
注
意
致
ス
ベ
シ

患
者
ハ
病
室
入
出
之
節
ハ
懇
切
一
一
差
図
致
ス
ベ
シ

病
者
之
軽
重
形
況
二
準
シ
介
者
ヲ
指
揮
シ
或
ハ
増
減
ス
ベ
シ

急
患
之
者
ア
ル
時
ハ
仮
｝
一
入
院
致
サ
セ
速
二
医
員
二
報
ス
ベ
シ

病
者
ヲ
訊
問
之
者
来
ル
時
ハ
病
室
へ
關
入
ヲ
禁
ス
ベ
シ

室
内
外
ヲ
清
潔
一
一
ス
ル
ハ
勿
論
一
週
間
一
回
大
掃
除
ス
ベ
シ

富
岡
出
張勧

業
寮

医
官
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段
々
暑
気
か
強
く
成
舛
二
従
へ
ま
し
て
、
病
人
か
沢
山
出
来
て
参
り
ま
し
た
。
洋
医
の
申
舛
二
は
大
勢
部
や
一
一
と
し
込
て
置
か
ら
病
気
二

成
の
た
。
夕
方
か
ら
夜
八
時
半
頃
迄
、
広
庭
二
出
し
て
運
動
さ
せ
る
様
二
と
申
ま
し
た
と
の
事
て
、
毎
夕
広
庭
二
出
ま
し
て
遊
ぶ
事
に
成
ま

し
た
。
役
人
・
取
締
か
付
添
ま
し
て
九
時
頃
迄
遊
ひ
舛
。
・
・
・
」

和
田
英
の
こ
う
し
た
証
言
は
、
明
ら
か
に
マ
イ
エ
が
富
岡
製
糸
場
従
業
員
の
健
康
管
理
指
導
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ

り
、
富
岡
製
糸
場
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ィ
ダ
ル
も
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
富
岡
製
糸
場
へ
赴
任
す
る
際

（
胴
）

の
旅
行
記
「
新
潟
か
ら
江
戸
へ
」
で
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
…
私
が
新
潟
で
果
た
し
た
使
命
は
政
府
当
局
と
私
を
補
佐
し
た
日
本
人
医
師
達
の
満
足
を
終
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後
者
は
長
崎
に
お
い

て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
の
下
で
医
学
を
修
め
、
一
年
間
、
私
の
診
療
と
講
義
の
手
助
け
を
し
た
の
で
、
病
院
を
実
践
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
、

医
療
技
術
の
初
歩
を
学
び
に
来
た
三
十
人
の
学
生
に
適
し
た
教
育
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
私
の
考
え
で
は
、
そ
れ
は
可
能
と
は
ほ
ど
遠

い
が
、
ま
た
政
府
が
決
定
し
た
こ
と
な
の
で
、
も
は
や
私
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
私
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
二
つ
の
新
し
い
使
命
へ

の
選
択
し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
隣
接
す
る
地
域
の
中
心
地
で
あ
る
秋
田
町
へ
行
き
、
い
わ
ゆ
る
医
学
校
創
立
の
た
め
、
同
様
な
仕
事
を
再

び
始
め
る
か
、
江
戸
の
北
西
三
十
リ
ュ
ウ
に
あ
る
重
要
な
富
岡
工
場
の
保
健
衛
生
指
導
の
仕
事
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
…
」

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
富
岡
製
糸
場
に
勤
務
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
は
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
の
診
療
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、

工
場
経
営
の
上
で
、
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
従
業
員
の
健
康
管
理
と
い
う
思
想
及
び
管
理
シ
ス
テ
ム
を
定
着
さ
せ
た
と
言
う
こ
と
が
で

期
に
、
常
勤
で
は
な
い

故
津
川
紀
英
君
略
伝

君
天
保
十
二
年
六
月
子
江
戸
、
父
日
津
川
順
泰
、
母
屋
代
氏
美
、
為
小
幡
藩
松
平
氏
家
臣
世
業
医
師
、
明
治
五
年
富
岡
製
糸
所
医
員
嘱
托
、

き
る
。さ

ら
に
富
岡
製
糸
場
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
が
勤
務
し
て
い
た
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
か
ら
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

（
脇
）

に
、
常
勤
で
は
な
い
が
、
日
本
人
医
師
が
診
療
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
次
の
よ
う
な
記
録
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
同
時
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今
般
甘
楽
郡
七
日
市
町
鏑
川
学
校
内
へ
衛
生
局
出
張
所
を
設
け
本
日
二
十
四
日
よ
り
開
局
病
者
診
察
致
候
条
得
其
意
最
寄
便
宜

に
従
い
診
察
を
受
度
者
は
尋
常
医
家
同
様
相
心
得
右
出
張
所
へ
可
申
出
候
最
平
常
は
本
局
よ
り
医
員
一
名
づ
っ
出
張
為
致
置
局
長

の
儀
は
事
務
の
都
合
も
有
之
に
付
毎
月
左
の
日
割
通
出
張
候
事

局
長
出
張
日
割
毎
月
四
ノ
日
五
ノ
日
終
日

富
岡
製
糸
場
の
近
接
地
で
あ
る
鏑
川
学
校
内
に
県
衛
生
局
が
出
張
所
を
設
置
し
、
医
員
が
診
療
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
ま
た
、
大

（
剛
）

久
保
通
斎
の
家
人
は
当
時
の
勤
務
状
況
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

「
そ
の
当
時
は
交
通
機
関
と
い
え
ば
、
汽
車
も
何
も
な
い
頃
な
の
で
、
熊
谷
か
ら
富
岡
へ
、
そ
れ
か
ら
新
町
へ
と
、
二
人
引
き
の
人
力
車
を

走
ら
せ
ま
し
た
。
適
斎
は
車
上
で
常
に
本
を
読
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
何
し
ろ
洋
医
の
少
な
い
時
代
な
の
で
、
地
方
の
人
々
は
適
斎
に
診
て

貰
え
ば
死
ん
で
も
よ
い
と
、
車
の
前
に
手
を
ひ
ろ
げ
車
を
止
め
て
頼
ん
だ
そ
う
で
す
。
夜
遅
く
な
る
と
物
騒
で
追
剥
も
出
る
、
六
連
発
の
ピ

ス
ト
ル
を
懐
中
に
秘
め
て
い
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
」

こ
の
資
料
か
ら
津
川
紀
英
が
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
富
岡
製
糸
場
へ
嘱
託
で
勤
務
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
さ
ら
に
、
明
治
八
年
（
一

八
七
五
）
の
『
富
岡
町
勧
業
寮
出
張
所
製
糸
場
雑
記
』
に
は
熊
谷
県
衛
生
局
医
官
大
久
保
適
斎
・
渡
辺
節
、
生
徒
得
江
渭
・
村
上
寛
策
の
名
が

（
Ⅳ
〉

記
載
さ
れ
、
診
療
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
さ
ら
に
彼
ら
の
活
動
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
次
の
よ
う
な
記
録
も
確
認
さ
れ
て

委
員
衛
生
上
尽
力
、
其

弦
建
墓
碑
以
伝
不
朽
美

同
九
年
為
多
胡
郡
医
学
講
習
所
会
長
、
同
十
二
年
四
月
甘
楽
郡
病
院
医
員
而
出
張
子
本
村
、
開
設
西
牧
医
院
、
同
三
十
年
兼
任
伝
染
病
予
防

委
員
衛
生
上
尽
力
、
其
功
績
頗
多
云
、
君
天
性
温
良
、
能
愛
人
故
名
聞
亦
博
、
明
治
三
十
四
年
六
月
罹
病
残
、
鳴
呼
悲
惜
哉
、
嗣
子
平
弥
今

V』
I，

る8
0

明
治
三
十
四
年
六
月
十
一
日
俗
名
津
川
紀
英
享
年
六
十
一
歳

（
下
仁
川
町
本
宿
所
在
長
楽
寺
墓
地
）
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こ
う
し
た
証
言
か
ら
大
久
保
適
斎
ら
が
富
岡
製
糸
場
だ
け
で
な
く
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
、
群
馬
県
新
町
に
設
立
さ
れ
た
官
営
新
町
屑

（
鋤
）

糸
紡
績
所
の
診
療
に
も
関
わ
っ
て
い
た
事
実
が
確
認
さ
れ
、
富
岡
製
糸
場
で
確
立
し
た
従
業
員
診
療
体
制
が
す
ぐ
に
ほ
か
の
産
業
施
設
ま
で

波
及
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

そ
し
て
富
岡
製
糸
場
で
は
三
井
へ
払
い
下
げ
後
に
も
、
嘱
託
医
が
二
人
配
置
さ
れ
、
工
女
の
診
療
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
富
岡

製
糸
場
を
模
範
と
し
て
設
立
さ
れ
た
全
国
各
地
の
機
械
製
糸
工
場
で
も
、
こ
の
よ
う
な
従
業
員
の
健
康
管
理
に
対
す
る
方
式
が
採
用
さ
れ
た

可
能
性
も
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
影
響
を
具
体
的
に
示
す
資
料
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課
題
と
な
る
。

謝
辞 本

稿
は
明
治
前
期
に
設
立
さ
れ
た
官
営
産
業
施
設
に
勤
務
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
の
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
て
き
た
。
幕
末
・
明
治
期
に

お
け
る
医
学
教
育
が
オ
ラ
ン
ダ
医
学
か
ら
ド
イ
ツ
医
学
へ
と
い
う
流
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
中
で
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
の
活
動
は

独
特
の
軌
跡
を
示
し
て
お
り
、
特
に
官
営
産
業
施
設
に
お
け
る
彼
ら
の
活
動
が
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
、
近
代
産
業
を
維
持
す
る
た
め
の
社

会
シ
ス
テ
ム
確
立
に
与
え
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
な
る
追
求
を
試
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

文
献
お
よ
び
註

（
１
）
ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
編
「
資
料
御
雇
外
国
人
」
小
学
館
、
東
京
、
一
九
七
五

（
２
）
国
立
科
学
博
物
館
『
ハ
イ
テ
ク
に
っ
ぼ
ん
誕
生
展
明
治
の
近
代
化
遺
産
」
国
立
科
学
博
物
館
、
東
京
、
一
九
九
七

（
３
）
富
田
仁
、
西
堀
昭
『
横
須
賀
製
鉄
所
の
人
び
と
Ｉ
花
ひ
ら
く
フ
ラ
ン
ス
文
化
」
有
隣
堂
、
横
浜
、
一
九
八
三

（
４
）
横
須
賀
海
軍
工
廠
編
『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
」
（
復
刻
）
横
須
賀
海
軍
工
廠
、
横
須
賀
、
一
九
一
五

四
、
お
わ
”
り
に

本
稿
英
文
要
旨
作
成
に
あ
た
っ
て
、
勢
藤
順
子
氏
の
ご
教
示
を
受
け
た
。
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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（
妬
）
須
長
泰
一
「
フ
ラ
ン
ス
人
戸

（
日
本
）
」
」
「
日
本
医
史
学
雑
手

（
肥
）
今
井
幹
夫
「
富
岡
製
糸
場
短

（
〃
）
前
掲
文
献
（
略
）
、
五
○
頁

（
略
）
丸
山
清
康
「
群
馬
の
医
史
」

（
四
）
前
掲
文
献
（
略
）
、
三
一
○

（
別
）
荒
木
卓
哉
「
上
州
の
適
塾
印

（
Ｍ
）

（
過
）
今
井
幹
夫
「
富

○
頁
、
一
九
八
九

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
Ⅲ
）

（
皿
）

（
吃
）

今
井
幹
夫
編
『
精
解
富
岡
日
記
ｌ
富
岡
入
場
略
記
ｌ
」
九
○
～
九
三
頁
、
群
馬
県
文
化
事
業
振
興
会
、
前
橋
、
一
九
九
九

須
長
泰
一
「
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
が
見
た
明
治
初
期
の
日
本
私
立
新
潟
病
院
初
代
外
国
人
医
学
教
師
ヴ
ィ
ダ
ル
の
旅
行
記
「
新
潟
か
ら
江
戸
へ

Ｈ
本
）
」
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
九
巻
三
号
五
○
一
～
五
五
八
頁
、
二
○
○
三

今
井
幹
夫
「
富
岡
製
糸
場
経
営
に
係
る
一
・
二
の
問
題
点
」
『
群
馬
文
化
」
一
九
二
号
、
四
一
～
五
四
頁
、
一
九
八
二

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ポ
ラ
ッ
ク
『
絹
と
光
』
一
一
○
頁
、
ア
シ
ェ
ッ
ト
婦
人
画
報
社
、
東
京
、
二
○
○
二

藤
原
寅
勝
「
明
治
以
降
の
生
野
鉱
山
史
」
二
五
～
一
四
○
頁
、
生
野
町
教
育
委
員
会
、
生
野
、
一
九
八
八

生
出
啓
哉
「
横
浜
山
手
外
人
墓
地
」
一
四
六
頁
、
暁
印
書
館
、
横
浜
、
一
九
八
四

富
岡
製
糸
場
誌
編
さ
ん
委
員
会
「
富
岡
製
糸
場
誌
」
上
・
下
富
岡
市
教
育
委
員
会
、
富
岡
、
一
九
七
七

西
堀
昭
『
日
仏
文
化
交
流
史
の
研
究
ｌ
日
本
の
近
代
化
と
フ
ラ
ン
ス
」
三
九
五
～
四
二
○
頁
、
駿
河
台
出
版
、
東
京
、
一
九
八
八

横
須
賀
海
軍
工
廠
編
『
横
須
賀
海
軍
工
廠
史
」
横
須
賀
海
軍
工
廠
、
横
須
賀
、
一
九
三
五

小
玉
順
三
「
幕
末
・
明
治
の
外
国
人
医
師
た
ち
』
横
浜
医
療
史
略
年
表
一
○
頁
、
大
空
社
、
東
京
、
一
九
九
七

生
野
町
公
民
館
歴
史
を
つ
な
ぐ
会
『
生
野
銀
山
』
七
一
～
七
三
頁
、
生
野
町
中
央
公
民
館
、
生
野
、
一
九
九
二

今
井
幹
夫
「
富
岡
製
糸
場
の
初
期
経
営
に
関
す
る
一
考
察
１
１
史
料
「
製
糸
場
見
聞
雑
誌
」
か
ら
み
た
」
「
群
馬
文
化
」
一
二
八
号
、
四
九
～
七

‐
上
州
の
適
塾
門
下
生
」
『
群
馬
文
化
』
二
六
四
号
、
四
七
～
六
四
頁
、
二
○
○
○

史
」
三

一
○
頁

一
○
頁
、
群
馬
県
医
師
会
前
橋
、
一
九
五
八

（
伊
勢
崎
市
教
育
委
員
会
）



FrenchPhysiCiansinGovernment-Sponsoredlndustrial
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（
ご
急
）
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抑
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TaiichiSUNAGA

ItiswellknownthattheMeijigovemmentintroducedmanyadvancedtechnological

processesfromtheWestinaneiforttopromoteindustrialdevelopmentinJapan.Insupport

ofthiseffort,anumberofforeignengineers(knownaJ!Oyatoi")wereinvitedhereAsa

resultofthecloserelationshipbetweenJapanandFrancethathadexistedsincethelastdays

o[theTokugawaShougunate,Frenchengineeringexpertisewasintegralintheestablish-

mentofanumberofgovemmentindustrialenterprisesincludingtheYokosukaShipyard,the

YokohamaPlant,thelkunoMine,andtheTomiokaFilature.Fromthebeginning,French

physicianswerehiredattheseinstitutiollstoprovidehealthcarefortheengineers・Thisis

thoughttobetheforerunnerofmodernJapaneseindustrialhealthcaresystem.Byreviewing

theirrecords,IwasabletoformsomeideaoftheinHuenceofactivitiesthesedoctorswere
le

engagedln.

つ
ぬ
的


